TOSHIBA 


E & E の東ま 


ま芝メモリ ー レコーダ取扱説明書 


DMR-3500S/1800S/900S/420S 



巧証書付 

保証書はこの取扱説明書と一体になっておりまずので記入をお受けくださし、。 


♦ このたびは東芝メモ U — レコーダをお買い上げいただきまして、まことに 
ありびとラございました。 

♦ おまめのメモ U — レコーダを正しく使っていただくために、お使いになる 
前に「取扱説明書」をよくお読みください。 

♦お読みになったあとはいつも手元においてご使用ください。 

♦この取撒説明書は DMR -3 已〇 OS 、 DMR -1800 S 、 DMR - 日 DOS 、 
DMR -420 S の共用です。 









まを上のごま意 


ご使用の前にこの安全上のご注意をよくお読みのラえ正しくお使いください。 
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守つ 
てください。表示と意昧は次のよラになっています。 


[表示の説明] 


表 お 

表おの意味 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷を負うこ 
とび想定されること"を示します。 

A ミち意 

"取扱いを誤った場含、使用者び傷害を負ラことび想定さ 
れるか、または物的損書の発生び想定されること"を示 
します。 


A 警告 


^お客様ご自身で修理•改 
W 造•分解はしないでくださ 

巧瞬禁止し、 

鶏熟-発乂の原因となります。 

ぺースメーカー など体内 
に機器を装着されているち 
禁止 また、航空機など電子機器 
の使用が制限されている場 
所でのご使用はおやめくだ 
をい。 

煙が出ている、変なにお 
いびずるなど、異常の場含 
指示はずぐに本体か 5 霞也を取 
り出してぐだをい 

そのまま使用すると、発熱- 
発乂の原因となります。 

X - N 本体の中に水や異物を入れ 
ないでください 

B 止発熱-発火の原因となりまず。 


A を 意 

本体をふりまわさないでく 
ださぃ 

禁止 けび•事故の原因となります。 

運転中•ホ巧中に操作しな 
いで<ださい 

禁止 事故の原因となります。 

本体を口に入れる、なめ 
る、かじる等はしないでく 
禁止 ださい 

けび-事故の原因となります。 

物こお M コまご篤くださし、 

受信障害について 

本機をラジオ、テレビ、携帯電話、 
その他デジタル機器などに近接して 
ご使巧になると、受信障害の原因と 
なることびあります。その場合は、 

本機を離してご使巧ください。 
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電池に関ずるち全上のごま意 

♦ショート、分解、加熱、火に入れるなどしないでください。アルカリ性溶液びもれ 
て眼に入ったり、発熱•破裂の原因となります。 

♦万一、アルカリ性溶液び励實や衣服に付着した場合は、きれいな水で洗い流し、眼 
に入ったときは、されいな水で洗った後、直ちに医師の治療を受けてください。 

下記のことを必ず守ってください。電池の使い方を間違えまずと、液もれや 

破裂のおそれがあり、機器の故障やけがなどの原因となりまず。 

♦同個の電池は充電することびでさません。充電すると液ちれや破裂のおそれびあり 
ます。 

•長時間ご使用にならないときは、電池を本体から抜いてください。 

♦充電式電池をご使巧になる場含は、電池及び充電器の説明書をよくお読みになり、 
正しい取扱いをしてください。 

♦ +、一を正しく入れてください。 

♦新しい電池と使用した電池、他の種類の電池をまぜて使わないで<ださい。 

♦使い切った電池は、本体から取り出して<ださい。 

使用上のお願い 

♦万一、本機使巧により生じた損害、逸脱利なまたは第兰着からのいかなる請ホにつ 
いてを、当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承<ださい。 

♦故障、修理その他の理由に起因する><モリー内容の消失による、損害および逸脱利 
なにつきまして、当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

♦本体に強い衝撃を与えないでください。録音中の内容び記録されないばかりでな 
く、記録済みの内容び破壊される原因となりまず。 

♦携帯電話や PHS の近くで録音するとノイズび入ることびあります。その時は、本機 
を離してご使用ください。 

♦本おのま巧巧に無巧な力を加えないでください。破損の原因とな0まず。 また、表 

示部の特性上、力を加えると表示び異常となります。 

♦本機を水びかかる所、湿気やホコ U のをい場所、油煙や湯気の当たる所、暖房器具 
のそばや直射日光の当たる場所に置かないでください。 

♦ 本機を窓の締め切った自動車内に放置しないでください。車内び高温になることび 
あり、変形-変色-故障や义災の原因となったりすることびあります。 

参殺虫剤や揮発性のをのをかけたりしないで<ださい。また、ゴムやビニー J レ製品な 
どを長時間接触させないでください。変色したり、塗料びはげるなどの原因となり 
ます。 

キャビネットのよごれは柔百かい巧で趕<ふ宝取って<ださい。 

♦よごれびひどいときは、水でラすめた中性洗剤に布をひたし、よく絞ってふを取 
り、乾いた巧で仕上げてください。ベンジン、シンナーは絶対使巧しないでくださ 
し、。変色したり、塗料びはげるなどの原因となります。 

♦化学ぞラさんをご使巧の際は、その注意書をにしたびってください。 
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使用上のお願い 

録音環境（巧装爱件） 

♦本製品は、7〜8人程度までび収容できるル含議室での含議録音、または個人によ 
る□述録音を行ラのに適しています。 

• これ政外の環境条件でご使用の場合には、目的に適したが部マイクををお使いにな 
るか、事前に録音試験を行ラなどで動作確認されることをお勧めします。 

ノイズにごいて 

♦録音中や再生中に本機を電む線、壁光な、携帯電話などに近づけすざると、ノイズ 
が入ることがあります。 

♦録音中に本機に手などび当たったり、こすったりすると、雑音び録音されることび 
あります。 

♦録音モニター中に音量を上げすぎたり、イヤホーンをマイクに近づけすざたりする 
と、イヤホーンの音をマイクび拾い、ピーッという音 ( A ウ U ング他;生じることびあ 
りまず。 

録音可能時巧について 

♦最長録音時間は、冉，巨， C 各フォルダ合わせての録音時間です。 

最長録音時間 

録音モード lDMR -3 日00 SlDMR -1 800 S | DMR -900 S DMR -420 S 
XHQ 約日時間40分約2時間日0分約1時間2□分約40分 
SP t 約3巳時間20分 t 約 1 7時間40分[約8時間己0分時間20分 

お買いあげ時は、 XH 日モードび選択されています。録音モードを切り換えるには、 

1 ] ページをご覽ください。 

録音時間は、録音回数、録音時間によっては、合計の録音時間は、最長時間よりも短 
くなることがあります。 

著作権について 

♦あなたび、録音またはデジタルカメラユニットで記録したものは、個人として楽し 
むことなどを除いては、著作権法上、権利者に無断で使巧、開示、頒巧または展示 
などをすることはでをません。 

なお、実演や興行、展示物などの中には、個人として楽しむなどの目的であっても、 
録音や撮影を制限している場合びありますのでご注意ください。また、著作権の対象 
となっている音声、画徹やファイルび記録されたデータの伝をは、著作権法で許容 
された範囲巧でのご使用に限れらますので、ご注意ください。 

ラジオ、テレビなどへの電波障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 CVCC I )の基準に基づくク 
ラス日情報装置です。この装置は、家庭環境で使巧することを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障善を引き 
起こすことびあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 
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録音件数/メニユー表示 

カメラ表お ikv 二"二"コ ►©[! 
アラーム表示口化じ f 1"0 
録音モ-ド XHQSPMS^ 

f ンデツクス/モード表示 谷 M 的 I 

力。ンタ-删表ち尚錫微細 I 

[A] 隨な I 


ホールド表示 
電池マーク 
重要マーク 
消去表示 
リピート表示 
フオルダ表示 


録音件数/メニュー表示 


曰付/インデックス/モード表示 


録音件数野 

録音するたび、録音件数び1つずつ増 
加し、冉，日, C 各フオルダに最大19目件 
まで録音できます。 

メ ニュー 表示 

停止中(停止ボタンを押したとさ)、 
ニューボタンを巧すと、メニュー表示 
になります。ボタンを巧すごとに下記 
のよラに変わります。 

XHQ/SP (録音モード)政一 FOL 
(フオルダ) H を一 AL I (アラーム 1) 一 
AL2( アラーム 2) 野一 PR (タイマー 
予約)野一 CL 膊刻)蚊一 bE (ビープ 
音)野一〇晒债消去)野 —F 口 
(フオーマット一録音件数 

カメラ表示〇 

別売のデジタルカラユニット (DMR- 
仁 1) を接続すると表示されます。撮影 
時点滅します。 


恤脚が隊 

日付、 Ind、 日 n/oFF モード、残量枚数を 
表 TH します。 

カウンター/時刻表示 

カウンターまたは時刻を表示します。 

再生表示 ► 

再生のとさ表示します。 

録音表。参區^ 

録音のとさ表示します。 

ホールド表示 '-〇画^ 

ホールドスイッチを入れると、表示します。 

電池マーク励野 

電池の残量を表示します。 

重要マーク ★ 

重要ボタンを巧すとその録音件数に ★ 
マークび 付をます。 

消去表示 古 

消去ボタンを巧すと点滅します。 


アラー ム表で ((•)) 国尹 

ニユーで AU または AL2 を on にずる 
と表のします。 

録音モード蚊 

XH 日モードでは、 SP モードより、よ 
りよい音質で録音でをます。 


リピート表示み固 

再を中、み/;>(ニューボタンを巧すと 
表 TH します。 

フオルタ’表示 

録音する A,B，C フオルダを選びます。 
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電池を入れる 



3電池ぶたを閉める 



奥に巧す 

• パチッと止る巧まで巧しまず。 

• 電池ぶた紛失防止用 U ボンが付いていま 
ず。巻を込まないよラに閉めて < ださし、。 


お願い 

電池を入れたら表示部の点、なを確認して < ださい。 



表示部び点灯しなしVI含は、速やかに電池を取り出し、正しく入れ直してくださし、。 
それでち表示部び点なしない場をは電池を取り出し点検-修理を依頼してください。 
表示部び点灯しないまま電池を入れておくと発熱-発火のおそれびあります。 


電池交換について 

■ 電池 マークに ついて 

電池の消耗状態により録音できなくなるまでの時間び短い場合びあります。 
おおよその目安としてお使い<ださい。 

電池の残量の変化に合わせて、：欠のよラに変わります。 



■ 電池交換時のま意点 

♦ r 電池マーク」 （ C ■ゴが点口した5、巧の操作をしてか5必ず2本とも 
新しい電池と交換してください。 

♦停止ボタンを巧して、電源を切って<ださい。 


お知5せ 

• 電池交換について 

電池を扳いてち時計などの設定は約3分間持続します。3分政上すざると、時計の設 
定は消えます。 

•録音時、雷也マークは点滅していないのに、再生にずると庶威 （n ) す 
る事がありまず。 

これは録音時と再生時の消費電力の違いによるものです。 

電池び消耗しているので新しい電池と交換してください。 

•録音中に電池び消耗ずると自動的に電源が切れまず。ただし、それまで 
録音した内容は保存されまず。 

•電源 r 切 J 時、電池マークの点滅（- 口う び表示されたときは電池が消 
耗していまず。このとをは、操作ボタンは動作しません。新しい電池と 
入れ換えてください。 
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時刻を合わせる (24 時間表示） 

アラーム機能を使用したり、録音した日付を記録ずるためには、本機の時刻合わせをし 
ておくお要びありまず。この時計は、24時間表示でず。 

メニューボタンを巧すごとに、 XHQ/SP 一 FOL 一 (ALI 一 AL2 一 PR) 一 CL (時刻 設 
定) 一 bE 一 〇一 Fo の順に変わります。 

例えば、2002年3月] 0曰の]日時30分に合わせる 


1 停止ボタンを巧し、電源を 5 サーチボタンで「曰 ( D )」 を 
入れる 合わせ再生ボタンを巧ず 



2 メニューボタンで 「 CU に g ヴーチボタンで「時」を合 
合わせ再生ボタンを巧ず W わせ再生ボタンを巧ず 



0 サーチ ボタンで「年 ( Y )」 を 7 ヴ-チポタンで「分 J を合わせ 
J ろれサ五た ボ 々、ノを巧す ' 時報などと同時に再生ボタンを 



お巧5せ 

♦時刻を合わせないで録音すると、録音した日付と時刻び "1 m 0 ]d / OhOOm " で 
表71^されます。 

•時刻を合わせていないとアラーム設定 (ALI、AL2)、 タイマー予約 (PR) の表示び 
1 Q 出ません。 


録音モードの設定 

出荷時は、 XHQ モードに設定されています。 

録音を始める前に、録音モードを合わせて 
おさます。 

メニューボタンを巧すごとに、 XHQ/ 
SP (録音モード設定)一 F0L 一冉 LI 一冉に 
一 PR 一 CL 一 bE 一 〇一 Fo の順に変わり 

ます。 


1 停止ボタンを巧し、電源を 
入れる 



ウ メニユーポタンで 「 XHQ 」 ま 
ム たは rspj に合わせ、再をボ 


フオルダの設定 

本機には、冉、巨、 C の3つのフオルダび 
あります。フオルダごとに録音内容を整 
理でさます。録音を始める前にフオルダ 
を選んでください。 

ニューボタンを巧すごとに、 XHQ/SP 
一 FOL 口才 J レダ設定) 一 AU 一冉に一 PR 
一 CL^bE 一 O^ Fd の順に変わります。 


1 停止ボタンを巧し、電源を 
入れる 



ウ メニユーボタンで 「 FOU に合 
ム わせ、再生ボタンを押ず 



サーチ ボタンで 「 XHQ 」 ま 0サーチ ボタンでフオルダを 
たはに P 」 を選ぶ 選ぶ 




• XHQ モードに戻すには、操作手順3で ♦ 最初のフォルダに戻すには、操作手順 
XH 日にします。 3で最初のフオルダにします。 
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録音のしかた 


A 、 B 、 C の3つのフォルダにそれぞれ199件までの巧件を録音でをまず。 

録音ボタンを巧すと、自動的に一番最後の部分に録音び追加されるので、テープのよラ 
に録音されていない部分を探すお要がなく、ずぐに録音が始め百れます。 

1 録音したい、録音モードとフォルダを選ぶ 

|| | | | | fn, | | •電源を入れ、メニューで設定しま 

録音モ—ド_ XHQ 西 I UL 晒] す。（設定方まは、 ]] ぺージ参 


録音を始める 

録音スイッチを上げる 

I 厂マイク！ 短 



-録音表71^ 


uhUliJJ 4 


♦ 録音び始まるまで2〜3秒かかり 
ます。 

♦ カウンター表示に FULL び表示さ 
れたときは録音で去ません。 
♦カウンター表示は、目安としてお 
使いください。 


II I 為 I II J カウンタ-表示(時•分•秒） 

お掘い：窃音中に; W に手などび当たつた!3、こすつたりずると、进音が馈音されますのでごま意ください。 
録音中に軍巧びかれる(落下などで)と録音中の内容びミ肖えてしまいますのでごを意くだをい。 


録音を停止し、電源び切れます。 
停止ボタンでは、録音を停止でさ 
ません。 


録音スイッチを上げるたびに録音件数は1件ずつ増加しまず。 

♦録音件数は A、 日、 C フオルダに1フオルダ当たり最大19目件まで録音びで去ます。 
♦録音回数、録音時間によっては、含計の録音時間は、最長時間よりも短くなるこ 
とびあ0ます。 

■ 今録音したばかりの巧客を聞くには 

•録音を終えた媛、再生ボタンを巧すと、今録音した内容の始めから聞くことびでをます。 
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録音を止める 

録音スイッチを下げる 



■ 自動録音機能(ボイススタート録音） 

♦ 自動録音機能を使ラと、ある大去さ！; Lb の音をマイクび拾ラと自動的に録音び始 
まり、音びルさくなると止まります、そのため無音録音びなくなり、効率のよい 
録音をすることびでさます。（録音スイッチび「入」になっていないと働をません) 


自動録音 口’•，入; 録音を始めると、音びルさいとさには、自動的に録 

I II . ) XHG| Slil 音を一時停止にします。 

切.•，、-知こ 一時停止のとき、録音表示と PAUSE び点滅します。 

^ - ^ f ； ' e l bH 切:自動録音び解除されます。 

お願い 

自動録音機能は周囲の環境（雑音やざわめを声など）に左ちされますので事前に 
動作をご確認ください。また、録音環境に合わせてマイク感度を切り換えてくだ 
さい。大切な録音をするとさは、自動録音を「切」の状態にしてお使いください。 
■ マイク感度の切換 ■ 録音 モニター 

♦ マイク感度スイッチで録音の感度を変えるこ ♦録音中イヤホーンをイヤホーン 
U がでキま寸 端子に差し込んでおくと、録 

し言=こ . 厶ちゎ户’爪厶=平た丽ゎ、ス音中の音声を聞くことびでさ 
f 〜り齡 1=歲.巧敲なとの C 話をがり込み ます。 モニター 音は音量 ボタ 

易いよラなやや高めの感度 ンで調整で去ます。（録音レべ 

CJLJD です。通常録音状態。 ルは変ねりません） _ 

、含議"口述 j 口述： 至近距離の目的音び取り込録音中は、イヤホーンをマイクに 
み易し、低めの感度です。近づけなしなラにして < ださし、。 

■ 残 量 時間を表示させるには 

•録音中に再生ボタンを巧している間、現在の録音モードの残量時間び表示されます。 
f -^ [[ nr w l •録音件数は "RE" (REM 冉 IN) になりまず。 

© X 点とを远 ♦録音中のため、鶏量時間は減っていをます。 

Si ♦ 残量時間表示は、おおよその目まで、録音巧能な時間 

V_ J を，'也日 S です。 

* f g I ♦ ビープ音の設定び ON のとをでち操作音は出ません。 
お知らせ 残罰寺間 

♦録音中に メモ U —びいっぱいになるとカウンター表示に "FULL" を表示し点滅しま 
す。また、録音件数が "1 日目"表示のとを録音ボタンを入れるとカウンター表示に 
"FULL" を表おしそれぞれ点滅します。 "199" び表示されたとをは、メモI」一び 
残っていてち録音でをません。この状態のまま約3分経過すると自動的に電源び切れ 
ます。新しく録音する口ま、録音内容を消去 (16 ぺージ)してから録音してください。 
•録音•消去を何回も繰り返し行うと、録音しようとしたとき、 "FIL" と "FULL" 
表示び点ミ威することびあります。このときは、「全内容を一度に消去する」 (17 
ページ)または、「フオーマット」た已ページ)の操作を行ってください。 


©i 


I ' お日 s 
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再生のしかた 

あらかじめ録音してある内容を選んで聞くとさは、手順1から操作してください。 

今録音したばかりの内容を聞くには、手順3かち行ってください。 

1 停止ポタンを押し、電源を入れ、メニューボタンを巧し、聞さたい音靑 
のフオルダを選ぶ 

♦ フオルダの選び方は]]ページ参 
停止 照 


ヴーチボタン^(ダウン)^(アップ)を押し、再生したい録音内容を選 

ぶ ♦ 最後に録音、または再生した録音 

( 5=^ ^ 件数が表示されます。 

♦録音件数び" 一- -点むしたとさ 

造 は、録音内容びない場をです。 

• トチボタン娜す度に録音件数 
|| J II I は1ごずご変 G ます。インデック 

m ゴ'晒] スび付けられているときは、イン 

録音した日付--んの。 デックスのところで止まります。 

録音した時刻- 卜''脚 I ♦サーチボタンを押し続けると録音 

1 A B C J 件数は連続で変ります。 


再生ボタンを}甲ず 
再生が始まる_ 





-再生表示 

カウンター表示 
(時•分•秒） 


♦ 音量ボタンで音量を調整します。 

停止中や再生中に音量ボタンを巧す 
と、 VOL と数宇び表示されます。 
可変範囲:〇〜20 

♦ 電源が切れている状態で再生ボタ 
ンを巧したとさは、最棲に録音し 
た録音件数の再生を始めます。た 
だし、再生中に停止したとさや電 
源を切ったとさは、その焉所から 
再生が始まります。 


止めるには、停止ボタンを f 甲ず、もラー度 f 甲ずと電源が切れ日付と時刻 

去!。になる I I ♦ 最後の内容の再生び終わると、そ 

^ 1 XHO しご I 于止しか &。 

其興 ♦ 停止状態のまま約3分経過すると 

I ，が•立 I I 自動的に電源び切れます。 

停止 I _ K 夕' _C _ 




自動的に電源び切れます。 
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■再生中の早戻し早送り 

再生中に早戻しや早送りで聞きたい音を早く選ぶことびでをます。 

再生中にサーチボタン/^(ダウン)聲（アップ)を巧ず 

♦一度押すと数砂進み、連続押しで早戻し 
または早送りとなります。 

♦ 録音件数と経過時間は減みまたは増加し 
ます。 

• 再生表示び点滅します。 

• 停止中にサーチボタンを巧すと、を録音内容の最初の位置で止まります。 
止まる 止まる 止まる 止まる 


録音件数] 

録音件数2 

録音件数3 

録音件数4 

_； 

空を 

. - 

7 


止まる 

■リピート再生 

同じ内容を繰り返し聞<ことびでをます。 

再生中にメニュー / Ci •ボタンを巧ず 



f ~^一一1 I っ, ► | | • みび表示され、録音件数の区間で繰り返 

XHQ し再生されます。 

W J I ♦ インデックス付をでの I 」ピート再をはイ 

_ I 严…じ | ンデックス間で繰り返し再生されます。 

リピート表示 ■ - ■ ♦もラー度、メニュ ー/ みボタンを押すか、 

停止ボタンまたはサーチボタンを押すと 
解除されます。 

▼马■ボタンを巧す 

< 繰り返す > 

録音件数30 [ 録音件数3 ] [ 録音件数32 

■ 残 量 時間を表示させるには 

再生中に再生ポタンを押している間、残 量 時間が表示されまず。 

© ' -^ f PE I • 表示部に録音可能な残量時間を表おします。 

^生 _ XHQ ♦録音件数は'' RE ’（ REK / I 冉 IN ) になります。 

(決定） 瓜 G I ' ♦残量時間表示は、おおよその目安で、再 

、 - J I A bIic 1 生可能な時間です。 

■ ^わホー* ノでおくし-け残量^示 


fwdjMU Is 


リピート表示 


録音件数30 


©11 


録音件数32 


■イヤホーンで聞ぐにはほ S をの 

付属のイヤホーンをイヤホーン端子に差し込んでください。スピーカーからの音は 
出な < なりまず。 






録音した內容を消去するには 


録音した内容を1つずつ、または1つのフォルダ内の全内容を一度に消去ずることがで 
をまず。一度消去した内容は元に戻すことができませんので、ごま意ください。 

■ 録音件数を1つずつ消去ずる 

消したし请 i 音件数の内容だけを消去することびできまず。 

重要マークけ r ) の付いた録音内容は消去されません。 

内容を消すと、次の内容び自動的に繰り上びるので、間に空白部分はでをません。 
消去前 I 録音件数1 I 録音件数 g I 録音件数 3 I 録音件数 4 I 録音件数 5 I 幸^ 
I 録音件数3を消まする / / 

消去後 I 録音件数1 I 録音件数2 |"録音件数3 I "録音件数4「空さ 

録音内容の番号び繰り上がる 


停止ポタンを押し、電源を入れる 


固 



K 肖まするフオルダを選んでください。 


サーチボタン公^または冷を巧し、消去したい録音件数を選ぶ 

f --1 I 3 , | | ♦消去する内容を、再生して確認してく 

XHQ I 堀] たさし、。 

グぶ Ui 冷^、 ，を與 •重要マーク (*) の付いた録音内容は消去 

I 'y: ゴ。 I されません。消去するときは、重要 

^- j 1 A B C I マークを解除してから消去してくださ 

_い。 （18 ぺージ参照）_ 

消去ボタンを1秒 1 U 上巧ず 

/-^ 1 • "■"び点滅し消去を開始します。 

消去 XHQ _ 

S ふ，'品 _v ♦ 消まび終わると‘‘ ■" び消口します。 

^ 'f コ U 。 J ♦録音されている時間によって、"■’ 

^--- J —の点滅時間は異なります。 

I ■>, | | ♦ 内容び消まされ、し处降の録音件数び繰 

xhq 3 i 晒] り上びります。 

お戚 ♦録音び1つだけのと去、録音件数とカウ 

1 ぶ"。_ I ンター表示び/ く一になります。 


消ま表示 
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■ フォルダー毎の全巧客を一度に消去する 

録音したすべての内容を一度に消ますることびでをます。 
重要マーク(女)の付いた録音内容は消去されません。 


消去前「録音件数録音件数2女|録音件数3 


空さスペース 


消去後 I 録音件数 


空さスペース 



2停止ボタンと消去ボタンを同時に1秒 1 U 上巧し続ける 

"■" び点滅し消去を開始します。 

消まび終わると、録音件数とカウン 
ター表示びバーになります。 

重要マーク(がの付いた録音内容は消去 





されません。消まするとをは、重要 
マークを解除してから消去して<ださ 
い。 （18 ページ参照） 

これで消去は完了しました。 
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その他の機能の使いかた 


■ ホールド機能(誤動作防止機能） 

不用意に再生などの動作に入らないための機能です。 

ホールドスイッチを矢印の方向にする。 

操作でさるよラにするには、ホールドスイッチを矢印と反対方向にしてください。 

•ホールドスイッチび「入」のとを、操作ボタンを巧す 
と"一)"表示が約 3秒間点滅し動作しません。 
•電源び切れている状態でホールドスイッチを入に 
すると、停止ボタン、再生ボタンを巧すと"パ’ 
表示び約3秒間点ミ威して、電源が切れます。 

♦録音動作では、ホールドスイッチは動作しませ 
ん /。 

ホールド表示 



■ 重要 マーク 機能 

重要な録音内容にマーク(女)を付けておくと、マークの付いた録音内容を頭出し 
することができまず。また、マークを付けておくと誤って消したりすることがあ 
りません。 

1. 重要マークを付けたい録音件数を選ぶ 

2. 停止中に停止ボタンを押しなが5、インディクス/★(重要)/(撮影)ボタ 
ンを1秒む上巧しまず。 



参重要 マークの 頭出し 


♦録音件数に重要マーク (★) び付さます。 

♦重要マークを消すとさは、停止中に停止ボタンを 
巧しなびら、インデックス/★(重要)/(撮影)ボタ 
ンを1秒政上巧します。重要マーク (★) び消えま 
す。 


重要マークを付けた録音内容のみサーチすることびでさます。 

停止中に、インデックス/★(重要)/(撮影)ボタンを押しなが6サーチボタ 
ンを押しまず。 




• 重要マーク(女)の付いた巧で止まります。 
•再生ボタンを押すとその録音内容が聞けます。 
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■インデックス機能 

録音中または再生中に、録音件数とは別に「インデックス」を付けることで、 
サーチボタンで録音内容の頭出しびでさます。インデックスを付けると、会議な 
ど長時間録音のとをに、再生したい場所び素早<探せたり、インデックスの区間 
を U ピート再生させることびでをます。 

♦ 録音中にインデックスを付けるには 
録音中に、頭出ししたいところでインデックスボタンを巧ず 

">ン デッタ I II 5 / •II •巧したところにインデックスび付けられ、 

( 撮影） XH 3 ，晒 ] *■ ind -を約 1 秒表おします。録音は達 

H も"日 L 切れずに続けます。 


♦ 再生中にインデックスを付けるには 
再生中に、頭出ししたいところでインデックスボタンを巧ず 

r インデリクス1 『 3! i •巧したところにインデックスび付けられ、 

I ( 撮影> I XH ミ。。, f 岛 • Ind " を表示し停止します。 

Oh ISmU Is 

A B C 


♦インデックスを消ずには 

停止中に、サーチボタンで消したい " Ind " を探し、インデイクス/★(重要)/(撮 
影)ボタンを1秒じ(上押します。 

停止中に、サーチボタンを押し、聞きたいインデックスのところを探し再生ボ 
タンを巧します。 


停止 

停止 停止 

— A -- 

停止 

録音件数1 

録音件数2 

録音件数3 


インデックスインデックス 

♦インデックスを付けたところを繰り返し聞くには 

インデックスを付けたところで再生中に、メニューボタンを押すとインデッ 
クス区間で繰り返し再生します。 

▼ Ct •ボタンを押す 


録音件数1 


繰り返す 
録音件数2 


録音件数3 


インデックス インデックス 

•再生中は 、 "Ind I ’表示は出ません。 


お知5せ 

インデックスを付けられるのは]つの録音件数に対し最大に己力所までです。 
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再生スピードを調整ずる 

■ 早聞さ再生 

再生中に、再生ボタンを押しながら、音量ボタンの+を巧すと、早い速度で再生 
されます。 



■ 遅聞を再生 

再生中に、再生ボタンを押しなびら、音量ボタンの一を巧すと、遅い速度で再生 
されます。 
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アラームの 設定 

アラーム設定(吕つの時刻を登録できます)をしておくと、設定した時間にアラーム音が 
鳴り時刻を知5せまず。時計が設定されていないときは、アラーム設定はできません。 

メニューボタンを巧すごとに、 XH 日/ SP 一 FOL 一 AU 一 AL2( アラーム設定)一 PR 一 
CL 一 bE 一 〇一 Fo の順に変わります。 

例えば、冉 L 1 に1日時30分を設定する 

1 停止ボタンを巧し、電源を>1サーチボタンで「時」を合 
入れる わせ、再生ボタンを巧ず 



メニューボタンで 「 AU 」 C サーチボタンで「分」を合 
または rAL 2」 を選び、再わせ、再生ボタンを巧ず 
生ボタンを巧ず 



サーチ ボタンで 「 on 」 に g 停止ボタンを巧ず 
し、再生ボタンを巧ず 



お知5せ 

•設定した時刻になると、電源び入り、 "( W )’ び点滅し、アラームび約30砂間鳴ります。 
ただし、録音中は鳴りません。 

♦途中でアラームを止めるには操作ボタンを押すと止まります。ホールドスイッチび 
入っていてを止められます。 

♦一度動作すると、自動的に OFF 設定になりますび設定時刻は保持されます。 

•冉 LI と冉 L 2 を同時刻に設定したときは、 AU び動作搂 AL 3 も OFF 設定になります。 

21 













タイマー予約の設定 

タイマー予約をしておくと、設定した時間に録音を始めます。時計が設定されていない 
ときは、タイマー予約の設定はでをません。 

メニューボタンを巧すごとに、 XHQ / SP 一 FOL 一 ALI 一冉1_2一 PR (タイマー予約の 
設定) 一 CL 一 bE 一 〇一 Fo の順に変わります。 

例えば、3月] 3曰 ] 3:□□から]時間3□分 XH 曰モードで予約する場合 


停止ボタンを巧し、電源を 
入れる_ ^, 

I 「三* 

グ…乂 XHQ 哇团 

L ^ \ ん抗 

に.に 

停止 L みむ」 


サーチボタンで「予約月」 
を合わせ再生ボタンを押ず 

( ^ ^ 『 PP ~| 

XH を面!) 

W feJ 


メニューボタンで 「 PR 」 を 
選び、再生ボタンを巧ず 




サーチ ボタンで ronj にし 
再生ボタンを巧ず 





サーチボタンで「予約曰」 
を合わせ再生ボタンを巧ず 




I PP I 

XHQ \ I /fS 


サーチボタンで「開始時」 
を合わせ再生ボタンを巧ず 

r W 1 

n ^ XH ミ。 tr 因 

减隆 I 


サーチ ボタンで「録音 モー 
ド」を選び、再生ボタンを 
巧ず 〇〇 

に吞;却作 


爛 


サーチボタンで「開始分」 
を合わせ再生ボタンを巧す 


城 
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サーチがタンで r 録音時間」 
を合わせ再生ボタンを巧ず 



10サ—チボタンで「分」を合 
W わせ再生ボタンを巧ず 



11停止ボタンを2回巧し電源を 
切る 



♦電源を切っても、 " PR ’ び点灯し夕 
イマー予約び設定されていることをお 
知らせします。タイマー録音び終了す 
ると消えます。 


お知6せ 

♦最大録音時間は、メモ U —容量により自動的に計算されます。長く録音したい場合は 
不要なファイルを削除してください。 

♦設定した時刻になると、電源び入り、録音び開始されます。 

•開始時間になってち、実際に録音び始まるまで2〜3秒かかります。 

♦達中で予約録音を止めるには停止ボタンを1秒政上巧すと止まります。 

•- 度動作すると、自動的に OFF 設定になります。 
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ビープ音の設定 

ビープとは再生、録音、停止などの操作ボタンを巧したときの確認音でず。 

bE on :操作ボタンの受付時、確認音び鳴ります。（出荷陆ま、 on に設定されていまず) 
bE 口 FF :操作ボタンの受付時、確認音は鳴りません。（アラームは鳴ります） 

■ ビープ音を止めるには 

メニユーボタンを巧すごとに、 XHQ / SP 一 FOL 一 ALI 一冉1_3一 PR 一 CL 一 bE (ビープ 
音設定) 一〇一 F □の順に変わります。 


1停止ボタンを巧し、電源を入れる 



2 メニューボタンで rbE 」 を選び、再生ボタンを巧ず 



3サーチボタンで roFFj にし再生ボタンを巧ず 



4停止ボタンを巧ず 



♦ 録音中はビープ音は鳴りません。 

♦自動録音スイッチ、マイク感度スイッチ、ホールドスイッチを操作してち確認音は 
鳴0ません。 
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フォーマット(メモリーリセット) のしかた 

録音-再をが正常に動作しないときは、 フォーマッ ト(メモリーリセ ッ ト）してください。 

本機に内蔵のメモ U - を フオーマツ トします。 

本機に記録されている冉, B . C フォルダの全てのデータび消去されます。 


メニューボタンを巧すごとに、 XH 日/ SP 一 F 曰 L 一冉 LI 一 AL 2 一 PR 一 CL 一 bE 一〇一 
Fo 口才ーマツト)の順に変わります。 



消去ボタンを1秒む上巧ず 




♦ " Fo " とカウンター表示のバーび点 
滅しフ オーマッ トを開始します。 

♦フオーマットび終わると、録音番号と 
カウンター表示のノ（一び点打に変わり 
ます。 
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別売のカメラユニット操作について 


本機に、別売のデジタルカメラユニット (DMR-C1) を接続し撮影することができます。 
ただし、撮影した画像は本機で見ることはできません。別売の PC アプリケーシヨンキッ 
卜 (DMR-KITS) をパソコンにインストールし口':ソコン上で見ることができまず。 

• 画像だけを撮影でさます。 

♦ 録音中に録音内容と同期した画像び撮影でます。 

• パソコンにデータ転送してパソコン上で画徹が見れます。 

本機の独自ファイル (. DMG ) を一般ファイル (. BMP ) に変撰できます。 


■ デジタルカメラ ユニット ( DMR - C 1) の仕様 


外形寸法 

28睛さ ） X 32順) X 12.日(厚さ） （ mm ) (突起部除く） 

質量 

約日客 

撮债素子 

1/7型 C - M 0 S イ X - ジセンサー(有効画素数10万画素） 

画像出カサイズ 

3巳2(横) X 288( 縦)ピクセ J レ 

レンズ 

固定焦点 

撮影距離範囲 

約 30 cm 〜 CO 

露出 

自動制御(室内-屋がの撮影に対応） 

ホワイトバランス 

自動調整 

接続プラグ 

2.5 mm 4極プラグ 

電源 

メモ U —レコーダより供給 

撮影巧能最大枚数 

DIV 1 R -3 已〇 0 S 

DMR -1800 S 

DMR -900 S 

DMR -420 S 

已〇〇 

250 

12已 

60 


■ デジタルカメラ ユニッ トの接続 



♦ 力ラュニットを接続するときや取り 
がすとをは、メモ U — レコーダの電源 
を切ってから行って < ださい。 

♦ 力>(ラュニットをイヤホーン/カメラ端 
子に差し込みます。メモ U — レコーダ 
から電源供給します。 

♦ センターマークを被写体に合わせ、撮 
影して < ださい。 

♦ 被写体から 30 cm 政上離して撮影して 
<ださい。 

♦ 36□度回乾して撮影でをます。 


♦ 画角について 

被写体からの距離び Im で、約80 
C m の範囲び撮影されます。 


お願い 


参電源を入れた後など、カメラ表示び点巧してから、しばらく待ってから撮影してく 


•撮影巧能最大枚数は、冉， B ， C 各フオルダの1コマ撮影、インデックス撮影を含わせて 
の枚数です。 

♦撮影可能枚数は、メモ U —容量により変わります。 


使用上のお願い 

•落下などの強い衝擊には、十分を意してください。本機の故障-損害•破損などについて 
は、当社では保証でをません。 

•本機をメモリーレコーダしが H の機器には接続しないでください。故障する恐れびあります。 
•ルさなお子様の手の届かない場巧においてください。 

•カメラユ ニ ットを□の中に入れなし)でください。特にお子様のし'!る家庭ではご注意ください。 
参カメラユニットを水中など水に入れないでください。 


ださい。 

♦再生中や>(ニュー設定中など、カメラ表示び消えているときは撮該できません。停 
止か録音状態にしてください。 

• 消耗した電池で撮影すると正常に保存できなくなることびあります。新しい電池と 
交換して < ださい。 

♦使用しないとをは、必ずメモ U — レコーダから取りがしてください。取り付けたま 
まにするとメモ U —レコーダの電池び消耗します。 

♦ 極端に明るい場所や極端に暗い場所では、満足な撮影結果が得られない場合びあり 
ます。 

♦ 手ぶれを起こさないように、本体をしっかりと保持してください。 

♦ 明るい場所で、被写体び影にならない構図で撮影してください。 

♦ 壁光灯のもとでの撮影では画面に横しまび出ることびあります。 

♦ レンズ部分にゴミ-ホコ U び付いたときは、むやみに拭かず市販のレンズ紙などで 
軽く拭いてください。 
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別売のカメラユニット操作について(つづき） 


1コマ撮影 

停止ボタンを押し、電源を入れ 
撮影ボタンを押ず 



•撮影ボタン 


'シャツターカメラユニツ 

^ 卜のシャツ 

r ターボタンで 

1 ちでをます。 




カメラ表。 


残■巧数读示例499枚） 


♦撮影ボタンを押すと、カメラ表おび点滅 
し、撮影枚数と残量枚数び表示され撮影 
び終了すると元の表示に戻ります。 

♦撮影直棲など、カメラ表示び点ミ威中に、力 
メラユニットを外した場合撮影した画像 
び正常に保をされなくなります。 

♦再生中やメニュー表示中は撮影でさませ 
Aj 。 

♦残量枚数の" C 000" び点滅していると 
さは撮影で去ません。 

♦カメラユニットのシャッターボタンで撮 
影するときは指でレンズを隠さないよラ 
に注意してください。 

♦カメラユニットび接続されていてち、力 
><ラ表示び点灯していないとさは、撮影 
ボタン/シャツターは動作しません。 


♦残量枚数を表示をせるには 

再生中に再をボタンを巧している間、残量枚数と残量時間が表示されまず。 



残量時間 


♦ カメラユニットび接続されていないとさは、 
残量枚数は表示されません。 

♦何ち録音されていないときは、表示されませ 
ん /。 

• 表示部に撮影可能な残量枚数を表示します。 

再生を停止してから撮影してください。 

♦ 再生中や ニュー表示中は撮影でさません。 
♦録音件数は " RE " ( REMAIN ) になります。 
♦ 鶏量時間表示は、おおよその目安です。 
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■ インデックス撮影 

録音中の音青データと同期した画像を撮ることができまず。 


1録音を始める 


♦力方ラ表示び点滅し、 Ind び表示されます。 
♦カメラ表示の点滅時間は]コマ撮影より長くなり 
ます。 

♦インデックス撮影中は、ビープ音は鳴りません。 
♦インデックス撮影でさる枚数は、 ] つの録音件数 
に対して最大99枚までです。ただし、残量枚数 
は、><モリー容量により変わります。残量枚数 
の" C 00" び点滅しているとさは撮影できませ 
ん 八 

♦撮影直搂など、力ラ表示び点滅中に、 力^ラユ 
ニットをがした場合、撮影した画憬び正常に保存 
されな< な0ます。 

♦録音中に撮影すると操作音び録音されます。_ 

♦インデックス撮影の残量枚数を表示をせるには 
録音中に再生ボタンを押している間、現在の録音モードの残量枚数と残量時間が表 
示されます。 

• カメラユニットび接続されていないとさは、 
残量枚数は表示されません。 

♦ 残量枚数は再生ボタンを押した時点での枚 
数です。録音び進むと実際の残量枚数は 
減っていきます。 

♦録音件数は " RE ’（ REMAIN ) になります。 
♦録音中のため、鶏量時間は減っていきます。 
• 残量時間表示は、おおよその目安です。 



2撮影ボタンを巧ず 

カメラユニツトのシヤツ 
ターボタンでちでをます。 





残量時間 
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別売のカメラユニット操作についてにづき） 

■撮影画像を1つずつ消去ずる 

本機で画憬を消去することびできますび、大事な画傲び撮影されている場合は、別 
売の PC アプリケーションキット ( DMR - KITS ) を使用して画债を確認してから消去 
して < ださい。 

インデックス撮影した画像は消去されません。 

画债を消すと、次の内容び自動的に繰り上びるので、間に空白部分はでさません。 


消去前 [ 画傲番号1 [ 画億番号2 [画德番号3 [画憬番号4 [画像ま号己 
I 画像ま号3をミ肖去する / / 

消ま渡 [ 画债番号 1 [ 画憬番号 2 [画傲番号 3 〔画债番号 4 r 

画像番号び繰り上がる 


停止ボタンを押し、電源を入れる 

ir 5 / I < 


位 


I 画傲を消去する A 、 日、 C フオルダのど 
れかを選んで < ださい。 


メニユーボタンを巧し、〇に合わせる 

「技 I 同抓 —II 


r む -1 

\_ y 


3 in 

コ M IUd i 
，口.コじ ■ 
•ゴ J 


サーチボタンぶ:^または冷を巧し、消去したい画像番号を選ぶ 

’ 石? ^ 〇巧の 参インデックス撮影した画傲番号は表示 

を されません。消まするとをは、イン 

，'ぶ如 f * デックスを解除してから消去してくだ 

A IB C ^ さい。 （3 1ぺージ参照） 


4消去ボタンを1秒 1 U 上巧ず 

♦"古"び点滅し消まします。 

♦ 画傲び消去され、 U (降の画像番号び繰 
り上びります。 

♦ 画像び]つだけのとを、画憬番号び 
000、日付と時刻びバーになります。 
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■インデックス撮影した画像の解除 

インデックス撮影した画像は消去で去ません。インデックスを解除してから消去します。 
インデックスを辭除するとさは、必ず接続しているカメラユニットをがしてください。 



3インデックスボタンを1秒む上}甲ず 




♦ " CInd " び消え画傲のインデックス 
び解除されます。そのフォルダに画傲 
データとして保存されます。 
♦解除された画像は消ますることびでさ 


ます。 


♦ インデックス画债のある音声ファイルを消ましてち、撮影画像は消去されません。 

そのフオルダに画傲データとして保存されています。 

♦音声ファイルを全消去しても、撮影画傲は消去されません。そのフオルダに画债デー 
夕として保をされています。 

♦ 全画傲を]度に消ますることはでをません。別売の PC アプ U ケーションキット 
( DMR - KITS ) を使巧してください。 
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録音した內容を保巧したいとき 

お手持ちの機器にあった別売りの音青用コードを使用ずることで、本機の録音内容を、 
お手持ちのテープレコーダなどに録音ずることができます。 

準備 

♦接続するとをは必ず本機と接続機器の電源を切ってから巧ってください。 

♦ 接続機器の取扱いは接続機器の取扱説明書をご覧ください。 



イヤホーン/カメラ端テから録音するとさは、巿販のステレオ S ニプラグコード 
を使用し、イヤホーン端子側に2.日 mm プラグアダプターを使巧してください。 

参が部マイクについて 

外部マイクを接続すると、内蔵マイクは自動的に切れ、外部マイクの音を録 
音します。ブラグインパワー対応のマイクを使ラと、マイクの電源は本機か 
らお給されます。 


プラグインパワー対応のマイクを使用するとをは下記の仕様のマイクをご使 
用 < ださい。 

マイク入力： 3.5mnnS ニジャック/モノラル 
インピーダンス： 3kQU (下 

一部の機器専巧マイクには使巧でをないものびあります。 


お知5せ 

•他の機器と接続する時は、スピーカーを破損することのないよラに、本磯のボ U ュー 
ムを最ルにしてください。 

•本機の電池を出し入れするときは、必ず接続機器の電源を切ってか日巧ってくださし、。 
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パソコンに音声を取り&むには 

別売の PC アプリケーシヨンキット (DMR-KITS) を使うことにより、 LU 下のことが 
でをます。 

♦ 本機で録音した音声データをパソコンの八ードディスクに保存でさます。 

♦ パソコンにデータ乾送してパソコン上で録音内容び聞けます。 

本機の独自ファイル (.dmr) を一般ファイル (.wav) に変撰します。 

♦データ転送した後、パソコン上でインデックスの追加や削除、重要マークの設 
定や解除、コ六ントの追加、録音した音声データの分割や結合びでをまず。ま 
た、パソコン上で編集した音声データを本機に戻して聞くことびでをます。 

♦ 別売のデジタルカ分ラユニットで撮影した画撒を見ることびでさます。 

♦ 力六ラユニットで撮影した画像データを BMP 形式のファイルに変換でをます。 

♦推奨ずるシステム構成 

しソ下の性能を満たした旧 M PC/AT 及びその互撰機 (NEC PC 日8シ U- ズとその 
互撰機、 Macint 日 sh では動作しません） 

CPU : Pentium 窗300 MHzULh 推奨 
RAM 容量：] 28M バイト U (上推奨 

HDD の空さ容量：] OMB 政上(音声-画傲データの扱い量に比例して多くの空去 
容量び必要です） 

ドライブ；巳 D-ROM ドライブ 

接続ポート： USB 州 inclows98 の一部機種では動作しない事びあります） 
ディスプレー： 80 0X 巨00ドットしソ上の解徹度、八イカラー U (上に設定 
音源：]巨 bit 政上のサウンドカード 


0S : 

Windows®98/98SE/Me/ 2000 Professional/XPHome Edition/XP Professional 
(Windows 3.1/ 日己および Windows®NT MacOS には対応しておりません。また、 
自作 PC などへ Windows® 98/98SE/Me/2000 Professional/XP Home Edition/XP 
Professional をインス [ ルされたものや、他の OS から Windows® 98/98SE/Me/ 
2000 Professional/XP Home Edition/XP Professional へアップグレードした環境での 


動作は保証しません ) 



• IBM 及び PC/AT は米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

• Macintosh は米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。 

• Pentium は米国 Intel Corporation の登録商標です。 

• Microso れ及び Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標です。 
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故障かな"•と思ったとさは 


故障かな？…とお思いのときはアフターサービスをご依頼になる前に、次の点をお調べ 
<ださい。 


症状 

原因 

処置 

参照ぺ-ジ 

電 

液晶び点灯しない。 

♦電池び入っていない。 

♦電池を入れる。 

8 

扁 

♦電池び消耗している。 

♦電池を取り換える。 

8 


FULL 表示び出たと 

♦録音件数び19目になっ 
ている。 

•録音内容を消す。 

16 



♦ メモ IJ 一びいっぱい。 

♦録音内容を消す。 

16 


FIL 表示び出たと 
を。 

♦データびいっぱい。 

♦全内容を消まする。 

13 

録 


♦電池び入っていない。 

• 電池を入れる。 

8 

録音でさない。 

•電池び消耗している。 

♦電池を取り換える。 

8 


•録音時間に余裕がな 
い。 

•録音内容を消す。 

16 


録音モニターびでを 
ない。 

♦音量調整び0になって 
いる。 

♦音量を調節ずる。 

13 


再生ボタンを押して 

•ホールドスイッチび 
入つている。 

• ホールドスイツチを 
戻す。 

18 


ち再生しない。 

•録音内容びない。 

♦録音件数表示を確認 
する。 

12 


スピーカーから再を 

♦音量調整び0になって 
いる。 

•音量を調節する。 

14 


肯■が出/よい。 

♦イヤホーンを接続して 
いる。 

♦イヤホーンをはず 
す。 

14 

再 

イヤホーンから再生 
音び出ない。 

♦音量調整び0になって 
いる。 

♦音量を調節する。 

14 

生 

♦イヤホーンを接続して 
いない。 

♦イヤホーンを接続す 
る。 

15 


音び割れる。 

♦音量調整び大をずぎ 
る。 

•音量を調節する。 

14 


録音した日付-時刻 
び1 mO 1 D • OhOOm 
で表示される。 

•時刻合わせびされてい 
ない。 

♦時刻を合わせる。 

10 


症状 

原因 

処置 

参照ページ 

そ 

の 

他 

アラーム設定びでを 
ない。 

•時刻合わせびされてい 
ない。 

•時刻を含わせる。 

10 

停止ボタンを押して 
ち電源び切れない。 

♦ホールドスイッチび 
入ってし、る。 

• ホールドスイッチを 
戻す。 

18 

サーチボタンを押す 
と、録音件数の途中 
で止まる。 

♦インデックスび付いて 
いる。 

♦インデックスの所で 
停止する仕様です。 

19 

再生中、メニュー/ 
み ボタンを巧すと 
、録音件数の途中で 
繰り返し再生する。 

♦インデックスび付いて 
いる。 

♦1」ピート再生を辭除 
する。 

15 

撮 

影 

前 

売 

の 

力 

と 

a 

ヴ 

卜 

使 

用 

時 

力;>< ラマークび点1 な 
しない。 

♦力分ラび振けている。 

♦ しっかり差し込む 

27 

♦再生かメニューモード 
になっている。 

♦停止か録音モードに 
する。 

28 

撮影でをない。 

• ><モ11一びいっぱい。 
C 000 び点滅している。 

•録音内容を消す。 

16 

•残量枚数び C 000び点 
滅している。 

•撮影画傲を消す。 

30 

♦電池び消耗している。 

♦電池を取り換える。 

8 

撮影画债を消せな 
い。 

♦インデックス撮影して 
いる。 

♦インデックスを解除 
する。 

31 

画像モニターびでを 
ない。 

♦本体では、撮影画像は 
見ることびでをませ 
/ u 。 

•別売の P C アプ U 
ケーシ ヨン キット 

( DMR-K 1 TS ) 

をご 使 巧 < ださい。 
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まな仕様 

形名 

DMR - 35003 DMR -1800 S DMR -900 S DMR - 42 0 S 

が形寸法 

117盾さ） X 32 (幅) X 12.日偃さ） （ mm ) (突起部除く） 

質量 

約34旨（本体のみ）[約已 6 g (電池含む）] 

電源 

単四形電池 （ LR 03) 2本 


録音時、 XH 日モード：約24時間、 SP モード：約30時間 
再生時、 XH 日モード：約19時間（音量調整] 0の位置で） 

電池寿命 SP モード：約24時間（音量調整] 0の位置で） 

常温に已で）で東芝アルカ U 乾電池 CLR 03) 使用時 
(メーカーや在庫期間などで電池寿命び短いことびあります。特 

_に低温時は、乾電池の性能び低下し、電池寿命び短くなります） 

録音方式 デジタル録音 ^ 

記録媒体__内蔵フラッシュメモリー_ 


最長録音時間 
XHQ モ ー K 

約別き間40分 

約2時間50分 

約]時間2□分 

約40分 

SP モード 

約3已時間2□分 

約17時間40分 

約8時間5□分 

約4時間2□分 

最大録音件数 

A • B • C 各フオルダ]9日件 


マイク□ホン I 内蔵エレクトレットコンデンサーマイク□ホン(モノラル） 

マイク (3 .已 mm ジャック/モノラル)、 ' 

適合インピーダンス 3 knU (下 

イヤホーン (2 .巳 mm ジャック)、適合インピーダンス 8 QL；LL ' 

直径 23 mm (圧電スピーカー） ^ 

24時間デジタル表示 

温度： 0む〜40で ■ 

両耳巧イヤホーンた.已 mm ステレオプラグ)、 ' 

単四形アルカリ乾電池 CLR 03) 2本、取扱説明書_ 

♦意匠、仕様などは改良のため予告なく変更することびありまず。 

♦本製品は、ご璧用終了時に再資源化の一助として主なプラスチック部品に材料名 
表示をしています。 

■付属の電池について 

♦付属の電池はモニター用です。寿命び短いことちありますびご了承ください。 

■イヤホーンについて 

♦付属のイヤホーンはダイナ S ックタイプです。 

•付属のイヤホーンは、ステレオタイプですび、再生音、録音モニター音は、 
モノラル(左ち同一音声)です。 
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お客様ご相談センター 


商品のアフターヴービスはお買い上げの販売店がいたしまず。 

修理-お取扱い-お手入れについてのご相談ならびにご依頼はお買い上げの販 
売店にお申し付けください。 


ご乾居されたり、ご贈答品などで販 

新製品など商品選び、お取扱いお手 

売店に修理のご相談びでさない場含 

入れ方法などのご相談 

r 東芝家電修理ご相談センター』 

『東芝家電ご相談センター』 

競 0120-1048-4/ 

面 0120-1048-86 
(36 日日- 24時間受付） 
携帯電話、 PHS からのご利制ま 
03-342 已-1048(有料） 

FAX (03)342 巳-210] 

(3 已己□- 8:00〜20:00受付） 


※フリーダイヤルは、携帯電話、 PHS など一部の電話ではご利用になれません。 


モバイル AV ヴポートセンター 

DMR - 3500 S /1 800 S / g 00 S /420 S に関するお巧し、 
合わせ(アプリケーシヨンソフトなど） 

サポートダイヤル： 0570 -057000 (通話料有料） 

(サポート料をは無料でず） 

FAX : 03-3258-0470 
受付時間：（月〜を）午前10時〜午を己時 

件を0時〜午後1時は化止、年末、年始、祝日を除く） 


I 修理を依頼されるとをは 

I 修理を依頼される時は、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

なお、本体の故障ちしくは不具合により発生した付随的損善（録音内容など）の補 
償の責については、ご容赦ください。 

1 . 保証期間内でち次の場含には有料修理になります。 

(イ）使巧上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷。 

(□) お買いあげ後の落下、輸送等による故障および損傷。 

(八）火災、天災地変（地震、風水善、落雷等）、塩害、ガス害、異常電圧 
による故障および損傷。 

(二）本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買いあげ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あ 
るいは字句が書さかえられた場合。 

い）一般家庭巧し^が（たとえば業務巧）にご使用の場合の故障および損傷。 
(卜）ご使用による容器の巧れ及び損傷。 

芝出張修理を行った場ちには出張に要する実費を申し受けます。 

3. 本書は日本国内においてのみ有効です。 
fhis warranty is valid in 」 apan. 

4. ご転居の場合は事前にお買いあげの販売店にご相談 < ださい。 

已.ご贈答品などで本保記書に記入してあるお買いあげの販売店に修理びご依頼 
でさない場合には、保記書に記載されている連絡先へご相談ください。 


51修理年月日 

修理の客 

担当 

年月日 



年月日 




※この保記書は、本書に明示した期間、条件のをとにおいて、無料修理をお約まする 
ものです。したびってこの保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するちの 
ではありません。保証期間経過棲の修理についてご不明の焉合は、お買いあげの販 
売店へご相談ください。 
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み 一東ちメモリーレコーダ保証書 


お名 DMR -3 己00 S / DMR -1 800 S / DMR - 900 S / DMR -420 S 


★ 

お 

客 

様 

お 

名 

前 

ふ 0 びな 

様 

ご 

住 

巧 

干 〇〇〇 中中 

電 

話 

巧巧 

巿巧 




ま号 


呼 

巧 

11 

m 

間 

本 

体 

1年 

★2 

[ 


上げ^ 

年 [ 

己 

月 [ 


曰か 5 

★ 

ご 

販 

売 

店 

住戸斤-店を 

電話 


株式会社 まま 


映橡ネットワーク事業部 

干10己-8001東京都港区芝浦] T 目]番]号東芝ビルディング 
電言舌 (03) 34已 7-8 己己2 

本書は、取扱説明書の注意書による正常なご使用で、保証期間中に故障した場 
合に、本書記載内容にて無料修理をさせていただくことをお約束するものです。 

保証期間中に故障び発生した時には、本書と商品をご持養のラえ、お買い上げ 
の販売店に修理をご依頼 < ださい。 

★印欄に記入のない場合は有効とはなりませんから、必ず記入の有無をご確認く 
ださい。本書は再発行いたしませんので、紛失しないよラ大切に保管してくだ 
さい。 

I (裏面をご覧 < ださい） I 

株式会社 まま 


映橡ネットワーク事業部 

干10己-8001東京都港区芝浦] T 目]番]号東芝ビルディング 
※所在地は変更になることびありますのでご了承ください。 


701己9022 






















